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特集 社会の持続可能性と個人の幸福 

社会の持続可能性と個人の幸福 

松 橋 啓 介 

 先導研究プログラムの一つである持続可能社会転

換方策研究プログラムは、5 年間の研究期間の最終

段階に入っています。プロジェクト 1 では、「環境と

経済と社会と個人」を持続可能な発展の目標に定め、

主に生産面に着目しながら、日本の社会全体の複数

の将来像を提示するとともに、将来の見通しを国内

9 地域別に定量化する研究を進めています。プロジ

ェクト 2 では、将来推計を踏まえた主要な個人属性

や世帯属性を対象とし、生活において直面しうるさ

まざまなリスクへの対処に着目して、ライフスタイ

ルの将来像を提示しています。 

 現在、二つのプロジェクトが描く将来像のとりま

とめを進めています。その際に、社会の持続可能性

と個人の幸福との調和が改めて課題になっています。

個人の幸福を支えるためには、社会的、経済的な基

盤が整っている必要があり、さらには環境的な基盤

が全体を支えています。こうした、個人と社会と経

済と環境の四つの分野を持続可能な発展の目標とす

る考え方がでてきています。しかし、個人の幸福の

範囲を比較的狭くとる場合には、環境的な持続可能

性が十分に考慮されないおそれがあります。 

 たとえば、経済協力開発機構（OECD）の「より

良い暮らし指標（Better Life Index）」では、環境を含

む 11 の指標を挙げて国別の比較を可能としていま

すが、環境に含まれる内容が大気汚染や水質汚濁に

限られます。持続可能性については、別に考えると

しており、より良い暮らしの目標に位置づけること

ができていません。一方で、国連が示す 2030 年まで

の新たな開発目標 SDGs（持続可能な開発目標）に

は、気候変動や生物多様性、資源の有効活用や健康

といった観点が含まれています。持続可能社会への

転換を実現するためには、こうした持続可能性の観

点を国や地域の政策目標や企業の活動方針に組み込

むことで、幸福の向上を求める個人の日常的な選択

に間接的に影響を与えていくことが鍵になると考え

ています。そこで、本プログラムでは、地域の持続

発展指標を開発する大学等との共同研究に加えて、

自治体の総合計画立案への参画や企業とのコンソー

シアムを介した将来像の応用といった社会実装にも

取り組んでいます。 

 また、個人の幸福は一様ではなく、その個人属性

や世帯属性に応じてきわめて多様です。そのため、

社会の長期的な変化の方向と日常的なライフスタイ

ルの変化の方向を一対一に対応する形で表現するこ

とができません。そこで、本プログラムでは、社会

の将来像を定量化する際に、年齢構成や世帯構成と

いった類型ごとに考えるとともに、それぞれの構成

割合の変化の方向性についても考えています。また、

産業構造や雇用等が整合するように、消費や収入、

従業人口についても考えています。 

 こうした課題をクリアしつつ、持続可能な社会と

幸福な個人が調和する将来像を提示することを目指

しています。本特集では、その進捗報告として、プ

ロジェクト 2 について、プログラム紹介「将来のラ

イフスタイルを描く」と研究ノート「フォーカス・

グループ・インタビュー調査から見える生活者像」

を紹介します。また、関連研究の知見から、環境問

題基礎知識で「持続可能な発展と衡平性」について

解説します。 

(まつはし けいすけ、社会環境システム研究センター 

環境経済・政策研究室長) 

 

執筆者プロフィール： 

近年、髪が白い、顔が焼けているとよ

く言われます。髪は加齢と仕事、顔は

趣味のサッカーの影響です。そのうち

に、髪より顔の方が濃い色になりそう

です。でも、中身は変わらず、面白い

研究を続けていきたいです。
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【シリーズ先導研究プログラムの紹介：「持続可能社会転換方策研究プログラム」から】 

将来のライフスタイルを描く 

田 崎 智 宏 

 平成 23 年度から 5 年間の計画で、「持続可能なラ

イフスタイルと消費への転換に関する研究」と題し

た研究プロジェクトを実施しています。平成 26 年 2

月号にて、持続可能なライフスタイルと消費をめぐ

るこれまでの議論やこれからのライフスタイルの変

化を中心に本プロジェクトの研究結果の紹介をしま

した。本稿では、将来のライフスタイルを描く研究

レビューの成果と実際に我々が上記研究プロジェク

トで採用した方法を紹介します。本稿で方法をとり

あげるのは、2 つの理由があります。一つは、研究

においては結果だけでなく、それを得るための方法

も重要と考えられていることに関係します。方法に

よって、得られた結果の正確性や信頼性が異なった

り、新たな知見が得られたりするようになるのです

が、将来のライフスタイルを描く方法論はまだ十分

に発達していません。方法論の研究も大切なのです。

もう一つは、変化が大きく先行きが見通しにくい世

の中、将来を描く方法論を知ることで、読者の皆様

が将来を考えるうえで役立つことがあるだろうと考

えました。 

 

将来を扱うこと 

 将来はこれから先に起こることですので、それを

100%明らかにするということは不可能です。それに

も関わらず、将来を探る試みが数多く行われてきま

した。将来のライフスタイルを描く研究方法の前に、

将来を扱う研究についてお話します。 

 将来を扱う研究で明らかにしようとすること、す

なわち問いの立て方は大別すれば 3 つあります。「何

が起こるか」「何が起こりえるか」「何が起こるべき

か」の 3 つです。最初の問いである「何が起こるか」

ということに 100%答えることは難しくても、部分

的に「何が起こるか」を理解するだけでも、全く何

も知らないよりは将来に備えることができます。「何

が起こるか」を明らかにすることを「予測」といい

ます。予測の場合、基本的には、世の中の多くの物

事はこれまでどおりである、あるいはこれまでどお

りに変化すると考えます。例えば、人口予測であれ

ば、一人の女性が生涯に産む子供の合計数の平均、

いわゆる合計特殊出生率が減少していますので、そ

の減少の時系列変化のカーブを将来にあてはめるな

どして、将来の人口予測を行います。将来の見通し

が難しい場合には、幅をもって推計することが行わ

れます。このように明らかにする事柄によっては、

それなりの精度で将来を見通すことができます。突

然の大きな変化がなければです。 

 しかしながら、将来のライフスタイルを考えるこ

とは、人口予測よりもはるかに難しい試みです。そ

の理由の一つは、ライフスタイルというものが複数

の内容で構成されているためです。例えば、衣食住

と言葉があるように、何を着るか、何を食べるか、

どのようなところに住むか、これらを総体的に捉え

ることになります。将来のライフスタイルを検討す

るのが難しいもう一つの理由は、ライフスタイルが

多様だからです。着るもの、食べるもの、いろいろ

な選択肢があり、いろいろな好みがあります。世代

によっても好みや価値観が異なります。多様であっ

ても、その決定因が把握できれば、まだ予測の可能

性があります。しかしながら、あなたのライフスタ

イルや好み・価値観を決定した要因をあなた自身説

明できるでしょうか。それは容易でないことがすぐ

に分かるはずです。 

 したがって、「何が起こるか」という予測はほぼ不

可能で、「何が起こりえるか」あるいは「何が起こる

べきか」というアプローチに頼らざるを得ません。

我々の研究プロジェクトでは、「何が起こりえるか」

というアプローチで、将来のライフスタイルを検討

してきました。 
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 なお、皆様が将来を考えたり、話し合ったりする

ときにおいても、上記の 3 つの問いの立て方を意識

することは有用だと思います。 

 

将来のライフスタイルの提示の仕方 

 将来のライフスタイルを描く試みは、我々の研究

プロジェクトが最初ではありませんが、そのような

研究はそう多くはありません（例えば、欧州の研究

プロジェクトである SPREAD、NPO の Forum for the 

Future (FfF) と英国の小売業者であるセンズベリー

ズ社ならびに世界的な消費財メーカーであるユニリ

ーバ社、Levi Strauss 社、英国エネルギー研究センタ

ー、木村ら、石田らによるものがあります）。このよ

うな研究を我々がレビューしたところ、大別して、3

つがあることがわかりました。1 つ目は「賛同アプ

ローチ」というべきもので、望ましいライフスタイ

ルの方向性を提示し、生活者の賛同を求めていくも

のです。「何が起こるべきか」ということをベースに、

規範的に将来のライフスタイルを提示することにな

ります。例えば、環境によいライフスタイルを提示

することです。2 つ目は「個別定量化・具体化アプ

ローチ」というべきもので、いくつかのライフスタ

イルを提示したうえで、それぞれの環境負荷を定量

化し、それぞれのライフスタイルを具体化するもの

です。主要な要因に着目し、それらがこうなるとこ

のようなライフスタイルが増えてくる、主流化して

くるというように、探索的に将来のライフスタイル

を提示するものです。「何が起こりえるか」を検討す

るこのアプローチでは、どういったライフスタイル

が増えてくると、環境負荷が増大するのか、減少す

るのかが見えてきます。これを基礎情報として、ラ

イフスタイルを誘導・転換する方策を検討すること

につなげていきます。3 つ目は「創発アプローチ」

というべきもので、将来のライフスタイルに適合す

る新たな商品・サービスを具体的に検討・提示する

ものです。ライフスタイルを創るのは人々であり、

その実現をサポートする立場をとります。特定のニ

ーズに特化して検討が行われ、それをもとに将来の

ライフスタイルが描かれます。「何が起こりえるか」

と「何が起こるべきか」という問いの両方に立脚し

ていて解釈が難しいですが、「何を起こすか」という

問いに関わるアプローチと私は理解しています。 

 

将来のライフスタイルを発想する 

 将来は、これまでの延長である面と新しい変化が

生じる面がある割合でミックスしたものと考えられ

ます。変化が大きい時代ほど、また、長期に将来を

見通す場合ほど、後者を考慮しなければなりません。

我々の研究プロジェクトでは、図 1 に示すように、

「1」でこれまでの延長上の将来を見通したうえで、

「2」で変化の兆しを以下に述べる発想法で抽出し不

連続な変化を伴う将来を予見しました。これまでの

多くの将来発想は、このような区別をしてきません

でした。区別をすることで、何が将来の分岐点にな

るかを理解しやすくなるというメリットがあります。 

 延長的な将来であれば、過去の法則から演繹（推

測）したり、過去の出来事から帰納的にどういった

法則で出来事が起きているかを推察して、将来を導

出することができます。しかしながら、不連続な変

化はそれらの思考方法の外側から与える必要があり

ます。完全な想像の産物で与えることも可能ですが、

我々は 2030 年までの将来、近未来を想定したので、

そのような変化の兆しは現在の地球のどこかで起き

始めているという立場をとりました。博報堂が整備

している「スキャニング・マテリアル」と呼ばれる

将来の変化の兆しと思われるニュース記事等をデー

タベース化したたくさんの情報のなかから、ライフ

スタイルの変化以外の変化、例えば、新しい技術や

技術利用の変化、新しいビジネスや公共サービス、

日本社会や国際社会の動向を報告している 166 のマ

テリアルを用いて、将来起こりうる変化を想起しま

した。そして、これに「1」の生活者やライフスタイ

ルを掛け合わせると何が起こるかを検討しました。

発想法においては重要な要素が 2 つあります。一つ

は発想者自身、もう一つは発想の刺激です。上記の

マテリアルは後者の刺激として使いました。前者に
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ついては、ライフスタイル・消費に関する有識者・

専門家に依頼して発想作業を行っていただくことと

しました。同じ情報でも、ある分野に深く関わって

いる方ほど、より的確な発想を行えるという前提を

とったということを意味します。 

 

描かれた将来のライフスタイルと今後の研究展開 

 このようにして描かれた本プロジェクトの成果は、

こちらのホームページ（http://www.nies.go.jp/program/ 

psocial/pj2/）に掲載してあります。16 のライフスタ

イル変化、「将来、こういった人々が増えているので

はないか」という 8 つの未来仮説（「未来イシュー」

と呼んでいます。）、4 つの未来シナリオが主な成果

です。また、読みやすさも考慮したパンフレットも

用意してあります。今後は、描かれたライフスタイ

ルが人々にどのように受け止められるのかという研

究、ならびに、描かれたライフスタイルを実現する

ための方策やそのようなライフスタイルがもたらす

環境負荷の大きさを推計する研究を進めていく必要

があると考えています。 

(たさき ともひろ、資源循環・廃棄物研究センター 

 循環型社会システム研究室長) 
 
執筆者プロフィール： 

ライフスタイルという難課題と向き

合って数年。未来を創っていく能動的

な立場と未来の潮流に身を任せる受

動的な立場とで見えてくる将来が違

ってくることを強く認識しました。あ

なたはどちらですか？

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 将来のライフスタイルを描くための 2 つの着眼点 
この模式図では、次の経時変化が示されています。まず、黄色の太矢印で示されるライフスタイルの

主要トレンドは、外部要因の影響を受けて起こりうるライフスタイル幅を拡げ、これまでの延長状の

将来である「1」のライフスタイルを形成します。また、緑色の丸で示される小数派に見られていた

変化の兆しが主要層にも影響し、茶色の太矢印のように「1」とは異なる「2」のライフスタイルを台

頭させます。小さな矢印で示されるように、なかには「2」が主流化する場合もあります。また、変

化の兆しが小数派に留まり、それが消滅に至ることもあります。 
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【研究ノート】 

フォーカス・グループ・インタビュー調査から見える生活者像 

吉 田   綾 

 

 

 

 

 

 少子高齢化、グローバル化などの社会経済状況の

変化や、社会の価値観・規範の変化により、私たち

のライフスタイルはここ 20～30 年で大きく変化し

てきました。しかし、一言にライフスタイルの変化

と言っても、なかなか実感として感じられない人も

多いかもしれません。 

 私は 1990 年代半ばから中国を訪問する機会があ

りましたが、当時から「日本の女性は専業主婦で働

かないのでしょう。いいわね。」とよく言われたもの

です。最近でもまだたまに言われることがあります

が、統計では、平成 9 年（1997 年）以降、共働き世

帯が夫だけが働く片働き世帯の数を上回っています

（図 1）。これまで、日本では女性は結婚や出産をき

っかけに仕事を辞めることが「あたりまえ」でした

が、現在では結婚・出産後も働き続けることを望む

女性が増え、男性も家事・育児へ積極的に関わる人

も増えています。こうした人々の意識の変化のみな

らず、長引く不況やグローバル化による競争の激化

などを背景に、生活の安定のために働く女性が増え

たことも大きな要因と考えられます。 

 核家族化が進み、共働きが少数派から主流派にな

る中で、夫婦関係や家族のあり方も変わってきてい

ると考えられます。そのような中、現在の生活者は

自分自身の暮らしをどのように捉え、将来（10～15

年後）の生活や 2030 年の日本の社会はどうなると感

じているのでしょうか。私たちはフォーカス・グル

ープ・インタビューという手法を用いて、首都圏に

在住する若年（20～39 歳）と中年（40～59 歳）の男

女（4 グループ、各グループ 6 名、計 24 名）を対象

に、インタビュー調査を行いました。フォーカス・

グループ・インタビューは、司会者と少人数の対象

者で行われる座談会形式の定性調査法で、対象者の

意識や行動の理由を背景も含めて深く知ることに有

用な手法です。以下では、その結果の一部をご紹介

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 共働き等世帯の推移 

出典：内閣府・男女共同参画白書平成 24 年版 

※「雇用者の共働き世帯」は、夫婦共に非農林業雇用者の世帯。「男性雇用者と無業の妻からなる世帯」

は、夫が非農林業雇用者で、妻が非就業者（非労働力人口及び完全失業者）の世帯を指す。 
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現在の生活者の価値観と意識 

 20 代・30 代の若い世代では、結婚しているか、子

どもがいるかどうかにより、ライフスタイルが大き

く異なります。これは家事・育児の時間が大幅に増

えるためです。現在、この年代では非正規雇用が大

きな問題となっています。非正規雇用の人は、雇用

が不安定で、賃金が低く、セーフティネットが不十

分なため、未婚率も高く、正規雇用の人とは異なる

価値観や意識を持っていることが考えられます。私

たちは、若年世代を正規雇用グループと非正規雇用

グループに分けてインタビューを行いましたが、現

在の暮らし向きや将来の暮らしの展望に大きな違い

が見られました。非正規雇用の人は「お金がないの

で物は買わない」「頑張っても報われない世の中」「頑

張っても現状は変わらないかもしれないが、頑張ら

ないとならない」と現状の生活に不満を感じながら

も、自分たちで何とかするしかないと考えています。

一方、正規雇用グループは長時間勤務の人も見受け

られましたが、「海外勤務したい」「管理職になりた

い」「物は買わないけど趣味には投資する」といった

ように、非正規雇用の人に比べて明るく生活に余裕

が感じられました。10～15 年後の暮らしについて、

ある 20 代フリーターの女性は、将来は地元・九州で

正社員として働きたいという将来展望を持っていま

した。20 代正規雇用の男性は、将来はマイホームを

建てたい、奥さんには専業主婦でいてほしいなど、

「自分の親の世代」の生活を人生の目標として語る

など価値観が全般的に保守的でした。一方、「自分の

稼ぎが足りれば…」のように、経済的な余裕がない

と専業主婦になってもらうのは現実的に厳しいこと

は理解している一面も見られました。 

 中年の 40 代・50 代ではどうでしょうか。普段の

暮らしでは、子どもや仕事の問題に加えて、親の介

護や自分の健康問題もクローズアップしてくる年代

です。私たちの調査では、中年世代を男性グループ

と女性グループに分けてインタビューを行いました

が、男性と女性で物事の受け止め方や態度に大きな

違いが見られました。例えば、女性は、自分の老後

について、「子どもに迷惑を掛けたくないので、見ず

知らずの人に世話をしてもらいたい」「（自分の）姉

妹と暮らす」「介護ホームみたいなところに居る」と

具体的に考えているのに対し、中年男性の多くは「自

分の方が（妻より）先に死ぬ」「ポックリ逝く」と考

えていました。その他の質問でも女性は発言が現実

的であるのに対し、男性はどこか他人事のような発

言が目立ちました。 

 10～15 年後の生活については、子どもが巣立った

後、中年男性が夫婦二人で「起きて半畳、寝て一畳、

飯を食っても二合半」のシンプルな暮らしをするこ

とを望んでいるのに対し、中年女性は自分のプライ

ベートな時間を充実させる暮らしをイメージしてお

り、夫婦で何かをするというような「夫」の存在を

意識した発言は見られませんでした。 

 

2030 年は共働きしやすい社会になっているか？ 

 2030 年の日本はどのような社会になっているか

について、私たちは、いくつかの起こりえるライフ

スタイルの変化やシナリオを作成しました。その中

の一つに「イクメンが当然となり、子育てを夫婦二

人の負担にとどめずさらに地域社会・コミュニティ

があらゆる面で子育てを分担する社会」がありまし

たが、これに対する生活者の反応は私たちの想定と

は異なっていました。イクメンがあたり前になるこ

とに共感を覚える一方、「地域社会が子育てを分担す

る」というところには多くの人が疑問であると反応

しました。核家族の進展により、従来は家庭が担っ

ていた子育て機能を広い社会が分担する必要性が高

まっていますが、現在、その受け皿となる保育所が

足りず、「待機児童」が問題となっています。参加者

の多くは、2030 年になっても「待機児童」は改善し

ていないのではないか、今現在、自分自身が地域社

会とつながっていないので想像できないと感じてい

ました。今回の調査対象者は、近所の人とのコミュ

ニケーションが少ない都市部に居住している人々だ

ったため、このような反応が得られた可能性があり

ますが、それでも、人と社会とのつながりが、個人

のライフスタイルに大きく影響を及ぼすことが分か

ります。 

 性別・世代別でも大きな特徴が見られました（表

1）。共働きしやすい社会について、年齢が若い世代

と中年女性は「そうなってほしい」と賛同していた

のに対して、中年男性のみは「働かざるを得ない 家

庭が大半を占める社会（二極化が進んだ社会）」「家

族関係が希薄な社会」と否定的に捉えていました。
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中年男性は、世の中の変化は認めつつも、従来の「男

性は仕事、女は家庭」という性別役割分業などの伝

統的価値観の崩壊が、まだ現実として受け入れられ

ないのかもしれません。 

 

2030 年の日本社会はどうなっているか？ 

 15 年後の日本社会のイメージについて、一般生活

者の多くは、「産業の空洞化が一層進む」「経済的活

力が衰えて国際的地位が低下する」「外国人労働者が

増える」「2020 年の東京オリンピックで景気は一旦

良くなるが再び不景気になる」など、今後の暮らし

は悪くなっていく、生活水準は下がっていくと答え

ました。少子高齢化や財政問題など現在の日本社会

を取り巻く状況は明るくないことや、格差拡大や子

育て・介護問題など現在の生活者を取り巻く現状も

厳しいことが、将来に大きな不安を持つ要因となっ

ていると考えられます。 

 日本では共働き世帯の数は増えましたが、働く女

性の 6 割はパート・アルバイト等の非正規労働者が

占めており、女性の社会進出はまだ限定的です。少

子高齢化や人口減少に伴う労働力不足などの課題を

解決して、社会を維持するためには、女性が社会に

出て働き、働きながら子どもを産み育てることの重

要性はますます高まっていくと考えられます。今後

は柔軟な働き方など仕事と生活が両立しやすい環境

の整備や新しい製品・サービスの提供が進むことが

予想されますが、その反面で、私たちの暮らしがよ

り環境負荷の高いライフスタイルに変わる可能性も

あります。（例えば、家族全員がバラバラに食事を取

ることが増えて、コンビニ等で調理済みのものを調

達することが増えるなど） 

 「環境にやさしいライフスタイル」が世の中に定

着するかどうかは、変化する社会の流れやそのなか

での生活者の求めることを汲み取り、そのニーズを

満たしていることが求められます。今後も生活者の

声に耳を傾けて、持続可能なライフスタイル・消費

に転換するためにはどうすれば良いか、社会の持続

可能性と個人の幸福を実現するための条件や具体的

な課題についても考えていきたいと思います。 

(よしだ あや、資源循環・廃棄物研究センター 

国際資源循環研究室 主任研究員) 

 

執筆者プロフィール： 

小学生の頃（約 15 年前）、9 月に入っ

ても夏休みの宿題に追われていまし

た。締め切りを過ぎたこの原稿を書き

ながら、そんな昔の記憶がよみがえり

ました…。15 年後（2030 年）の持続

可能な自分の生活をイメージして、少

しでもそれに近づきたいと思います。

表 1 一般生活者のライフスタイルの変化への反応（抜粋） 

 若年 非正規雇用 若年 正規雇用 中年 男性 中年 女性

結婚も子どもも
家族も一つの
通過点

結婚、出産しても継続し
て働くことの出来る社会
になって欲しい。
複数の子どもがいても
働き続ける社会。

そうなる予感があるが、
なって欲しくはない。
家族との心の接点が希
薄になる。

自分たちの時は産休と
かがなかったので、仕事
を続けられなかった。
子ども産んでも働ける環
境だったらいい。

地域社会が子
育てを分担

待機児童問題で苦労し
ている人がいるのでイ
メージできない。
コミュニティに出来ると
思えない。

イクメンは当たり前と
なっている。
地域社会、コミュニティ
はイメージできない。

現実問題としてコミュニ
ティーが崩壊しつつある。
子供を預かるビジネスと
して展開してくる。

イクメンは既に当たり前。
都会は近所付き合いが
ないので、地域が子ども
をみることはないだろう。

生活水準は下
がるのが当た
り前

ニートは働いたら負け、
生活保護を受けたいと
思っている人も多い。

勝ち組と負け組へ二極
化していくので、何も努
力せず遊んで暮らしてい
たら、生活水準も下がっ
ていく。

若い世代の消費行動は
変わって来ている。
（「嫌消費」）

消費税の増税、大借金
国、仕事からあぶれる人
が増えてしまう。

介護に行き詰
まる人が増え
る

今でもある。親の介護で
辛くても対応してくれると
ころがない。
今でも介護は人手不足、
15年後も厳しい。

（施設費用は）簡単に出
せる額ではない。

行きづまってしまう人が
増える。
高齢化で、介護の必要
な人が増大、サービスに
も限界があり、受けられ
ない人も増える。

要介護3の祖母が民間
施設に入所した。本人
の年金では足りず、持ち
出ししている。

既に起こっている実感あり

「イクメン」は既に普通になってきている実感はあるが、地域社会に分担できると思えない。

既に起こっている実感あり

中年男性のみネガティブな反応
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【環境問題基礎知識】 

持続可能な発展と衡平性 

久保田   泉 

1. はじめに 

 2015 年末、パリで開催された第 21 回気候変動枠

組条約締約国会議（COP21）（写真）で、パリ協定が

採択されました。これは、産業化以前からの世界平

均気温の上昇を 2 ℃未満に抑えることを目指して、

2020 年以降、すべての国が協調して気候変動対策に

取り組む仕組みを示す国際条約です。各国が設定す

る温室効果ガスの排出削減目標の 5 年ごとの提出の

ほか、気候変動影響への適応、資金、技術移転、キ

ャパシティ・ビルディング（途上国の国内組織・制

度整備や気候変動問題への理解と関心の向上をはか

ることを意味します）、温室効果ガスの測定・報告・

検証などの要素が盛り込まれた、包括的な制度です。 

 この新しい制度をどのようなものにするか、その

指針となったのが、気候変動枠組条約上の原則（同

条約第 3 条）です。同条には、衡平の原則、共通だ

が差異ある責任及び応能負担、開発途上締約国の特

別のニーズ、予防的アプローチ、持続可能な発展を

促進する権利と責務、気候変動問題に一層対処する

ことを可能にするような協力的かつ開放的な国際経

済体制の確立が掲げられています。これらの原則は、

交渉会議での交渉官の発言にもよく登場します。 

 

2. 衡平とは何か 

 衡平（equity）とは何でしょうか。また、音は同

じ「こうへい」で、「公平」（equality）という語もあ

りますが、何が違うのでしょうか。 

 衡平には、いろいろな定義があります。「衡」とい

う字は、「はかり」または「平らに釣り合いがとれる

こと」を意味します。J.S.アダムズは、1963 年の著

書『衡平の理論』の中で、「人々が投入に対する成果

の比が一定であると感じること」と定義しています。

2005 年の亀山康子の論文では、「複数の主体の間で

ある利益または負担の配分がなされる際に、すべて

の関係者がある程度は納得するような配分の結果な

いしは手続きに関する基準」と説明されています。 

 具体的な例で考えてみましょう。A さん、B さん、

C さんがいます。彼らの中で、A さんが最も背が高

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 1：COP21 会場前 

写真 2：首脳級会合でのオバマ大統領。「次

世代のため、COP21 での合意が必

要」と各国首脳に訴えた。 
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く、その次に背が高いのが B さんです。彼らの前に

は、A さんの背丈よりも高い壁があり、その向こう

で行われている楽しそうな催し物が見えません。こ

れを見るためには、踏み台が必要です。 

 この状況で、仮に、全員に同じ高さの踏み台を与

えた場合（ケース 1）、彼らの納得は得られるでしょ

うか。3 人の中で最も背の低い C さんが壁の向こう

の催し物を見るのに十分な高さの踏み台であれば、

彼らの納得は得られるでしょうが、そうでない限り、

C さんには（場合によっては B さんにも）不満が残

るでしょう。 

 同じ状況で、全員が催し物を見られるように、背

丈の違いに応じた踏み台を与える場合（ケース 2）

はどうでしょう。 

 上記のうち、ケース 2 が、衡平性に配慮している

ことになります。上記ケース 1 の場合が公平を意味

します。つまり、公平は人々に対して同一待遇を施

すこと、衡平は人々の違いを前提として、目的を達

するため、その違いに応じた異なる待遇を施すこと

を意味します。 

 

3. 持続可能な発展と衡平性 

 社会システムのインフラのひとつである法制度は、

基本的には、現在のことしか考えていません。また、

現世代に生きる人々の間に生じている格差に適切に

対処できていない部分があります。現在の法制度と、

持続可能な発展を実現する社会システムとの間をつ

なぐ概念、それが衡平性です。 

 持続可能な発展を論ずる際、衡平性の 3 つの側面

を考える必要があります。第 1 に、世代間衡平です。

これは、基本的には現世代しか入っていない法制度

の視野を将来世代に拡大するもので、現世代が将来

世代に対して配慮する責任があるという考え方はこ

こから導かれます。たとえば、石油や天然ガスなど

の枯渇性資源は、現世代が多く消費すればするほど、

将来世代が使える分が少なくなってしまうため、現

世代は、将来世代のことを考えて、自らの消費を考

える必要がある、といったようなことです。第 2 に、

世代内衡平です。現世代に生きる私達も、国によっ

ても、また、同じ国の中でも、相当に異なる条件の

下で生きています。上記のケース 1、ケース 2 で説

明した例では、背の高さの違いだけに配慮すればよ

かったのですが、現実の社会では、様々な違いにど

れくらい配慮することを法制度に組み込むかを検討

する必要があります。第 3 に、手続きの衡平です。

これは、合意に至るまでの協議に参加する機会を全

ての関係者に均等に与えること等を意味します。 

 2014 年に公表された、気候変動に関する政府間パ

ネル（IPCC）第 5 次評価報告書第 3 作業部会報告で

は、持続可能な発展と衡平性との関係について、一

章が割かれています。同報告によれば、国際レベル

の気候変動対策に関する議論では、衡平性は以下の

3 つの点から、重要な役割を果たしているとされて

います。①倫理上の原則としての衡平性を発展させ

ていること、②既存の気候変動枠組条約上の責務や

その他の合意について、衡平の原則に基づいた協力

を求めていること、③衡平性が担保された合意は、

国際的な支持が得られる可能性が高く、また、国内

で適切に実施される可能性も高いこと、です。 

 

4. 気候変動分野の国際交渉と衡平性 

 衡平の原則をはじめとする、気候変動枠組条約第

3 条の原則に基づいた交渉官の発言は、しばしば議

論を呼びます。同じ言葉を使うのに、各国が抱える

事情によって、求める「待遇」が異なるからです。

しかし、これまでに述べてきたように、これは衡平

概念の本質ともいえます。国際社会では、各国間に

差があるか、あるとしたらどれくらいか、それによ

ってどのように待遇に差をつける必要があるのかを

交渉で決めるしかありません。 

 気候変動枠組条約の交渉過程では、現在の第 3 条

のような原則に関する規定を導入するかどうかが争

点になりました。多くの発展途上国は、締約国が同

条約を実施および発展する際の指針として役立つと

して、原則に関する規定を置くことを主張しました。

他方、先進国は、原則規定を置くこと自体に異議を

唱えました。とりわけ、米国は、これら原則の性質

に制約がなく、法的地位が不明確であることや、気

候変動枠組条約の適用範囲を超えて国家を一般的に

拘束するものとなりかねないことを心配し、このよ

うな規定を置くことに反対しました。 

 衡平の原則をはじめとする、これら原則が制度設

計に具体的にどう影響したか、また、今後どのよう

に作用する可能性があるかを評価・予測することは
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困難です。しかし、評価が難しいからといって、原

則規定には意味がないとすることも適切ではありま

せん。ただひとつ言えるのは、気候変動枠組条約第

3 条が存在することによって、締約国は、気候変動

対策をとるにあたって、これら原則の考え方に配慮

しなければならなくなっていることだけです。 

 

5. おわりに 

 気候変動問題のように、科学的不確実性を伴って

おり、社会、経済、技術などの状況がめまぐるしく

変化し、それに伴って、合意の妥当性が時間の経過

と共に変化する可能性がある問題領域では、国際合

意の形成そのものが困難です。衡平の原則をはじめ

とする原則を共通の基盤とすることによって、方向

性を共有し、状況に応じて柔軟な対応ができるよう

な枠組みを緩やかにかたちづくることによって、国

際社会は気候変動対処に関する合意水準を徐々に上

げてきたと言えます。筆者は、これこそ、環境問題

だけではなく、何事も合意が難しくなっている国際

社会に必要な現代国際法に求められる機能のひとつ

と考えており、今後も研究を続けていきたいと思っ

ています。 

(くぼた いずみ、社会環境システム研究センター 

環境経済・政策研究室 主任研究員) 

 

執筆者プロフィール： 

所内唯一の法学研究者。14 年目にな

る今でも、「国環研に法学専攻の方が

いるんですか！」と驚かれます。休日

には、パンを焼いたり、ナンタケット

バスケットを編んだり、ゴルフのレッ

スンを受けたりしています。

 

 植物や昆虫の観察にはややオフシーズンとなる冬も、鳥を見るにはよい季節です。秋が深

まり落葉樹が葉を落とすと樹上にとまる鳥を見つけやすくなります。また、冬を越すために

北からわたってくる鳥、山から降りてくる鳥の姿も見られます。環境研の池では、一年を通

じてカルガモが泳いでいますが、秋が深まるころには大陸からわたって来たマガモを時折見

かけます。写真 1 の頭の緑色が目立つ 2 羽がマガモのオス、くちばしの先だけ黄色い一羽は

カルガモです。写真 2 は、寒さがひときわ厳しいころ、凍った池の氷上にたたずむマガモの

姿です。オスに比べてメスは地味な配色ですが、オス、メスとも翼を広げると青い羽根が目

立ちます（写真 3，4）。カモの仲間は翼のこの部分に目立つ色の羽根があるものが多く、翼

鏡（よくきょう）と呼ばれます。                    （竹中明人）

１ ２

３ ４
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【シリーズ重点研究プログラムの紹介：「東アジア広域環境研究プログラム」から】 

PM2.5 モデリングの精緻化に向けた有機エアロゾルの研究 

森 野   悠 

PM2.5 の数値シミュレーションの必要性 

 東アジア地域は 1980 年代以降で最も発展した地

域の一つで、人口・GDP ともに大きく増大しました。

その発展に伴って環境汚染が深刻化しましたが、大

気汚染も例外ではありません。欧州の研究機関の推

計（EDGAR v4.2）によると、東アジアにおける窒素

酸化物（NOx）・粒子状物質（エアロゾル）の大気へ

の排出量はここ 30 年でそれぞれ 2.5 倍・1.5 倍に増

大しています（一方、日本ではそれぞれ 2 割・6 割

ほど減少しています）。日本における微小粒子状物質

（PM2.5）の環境基準達成率はいまだ低いままですが、

この PM2.5 には国内と国外のいずれの排出源も寄与

しています。多額の費用をかけて大気汚染物質の排

出抑制対策を実施するにあたり、正確な発生源寄与

の把握が不可欠です。 

 PM2.5 を含むエアロゾルには、大気中に直接粒子と

して排出される一次排出粒子、および気体として排

出され大気中で粒子化する二次生成粒子があり、そ

れぞれ多種多様な化学成分・大きさ（粒径）から成

ります。なかでも二次生成粒子の大気濃度は前駆物

質排出量と線形関係になく、また一次粒子と比べて

広域的に分布しているため、遠方の発生源の影響が

より大きいという特徴があります。そのため、特に

二次生成粒子の動態把握においては、物質の排出・

移流・拡散・化学反応・粒子化・沈着などの諸過程

が大気濃度に与える影響を同時に評価し、かつ近隣

での拡散・遠方からの輸送などのマルチスケールの

現象を考慮する必要があります。これらの解析にお

いては、数値計算によって大気環境をコンピュータ

ー 上 の 仮想 空 間 で模 擬 す る化 学 輸 送モ デ ル

（chemical transport model: CTM）が非常に有力なツ

ールとなります。 

 一方で、CTM には、計算手法・計算設定や入力デ

ータに起因する不確実性が大きく、その活用には

様々な課題があります。PM2.5 の主成分は、硫酸塩・

硝酸塩・アンモニウム塩・元素状炭素（すすなど）・

有機物などですが、なかでも CTM は有機物から成

るエアロゾル（有機エアロゾル）の計算に大きな問

題を抱えております。 

 

エアロゾル生成のモデリング 

 エアロゾルは固体や液体の粒子ですが、大気中の

物質が気体とエアロゾルのいずれの形態で存在する

かは主に物質の揮発しやすさ（揮発性）によって決

まります。例えば 0-100℃、1 気圧の条件下でも水の

一部は気体の水蒸気として存在しますが、その割合

は揮発性によって決まります。ご存知の通り、気温

が上がり揮発性が増大するにつれて液体の水が蒸発

して気体の割合が高くなります。揮発性は物質によ

って大きく異なり、大気中において揮発性の低い成

分はほとんどが粒子態で存在するのに対して揮発性

の高い成分はほとんどが気体で存在します。エアロ

ゾル濃度を数値モデルで計算する際に、扱いが難し

いのは、揮発性が高すぎず低すぎない半揮発性の成

分です。例えば、PM2.5 の主要成分の一つである硝酸

アンモニウムは、冬季の低温時には主に粒子態で存

在しますが、夏季の高温時には主に気体の硝酸とア

ンモニアとして存在します。このような半揮発性の

エアロゾル成分のモデリングにおいては、粒子生成

過程として、化学過程（揮発性の窒素酸化物から半

揮発性の硝酸への酸化過程）と、粒子態-気体の交換

などの熱力学過程を同時に計算するため、その振る

舞いも複雑となります（一方で硫酸アンモニウムは飽

和蒸気圧が低くほぼ全量が粒子態で存在するため、そ

の挙動は比較的単純です）。次項で説明する有機化合

物には､このような半揮発性成分が多く存在します｡ 

 

有機エアロゾルのモデリング 

 有機エアロゾルは数万種以上の有機化合物の集合

体であり、発生源や生成過程は多様であります。図

1 に化学成分とその生成過程の例を示しました。有

機エアロゾルは大きく分けると、燃焼発生源などか

ら直接排出される一次有機エアロゾル（primary 

organic aerosol: POA）と、発生源から気体（揮発性

有機化合物, volatile organic compounds: VOC）として

排出されて、大気中で粒子化する二次有機エアロゾ
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ル（secondary organic aerosol: SOA）があります。こ

れらの有機化合物を分子レベルで測定すると、その

粒子が POA か SOA であるか、或いはその発生源に

ついて情報が得られます。ただ、分子レベルで成分

が同定されている有機エアロゾルは、質量ベースで

せいぜい 20%程度です。そのため、CTM により PM2.5

の質量濃度を精度よく推計するためには、大部分が

化学的に同定されていない有機物の全量を数値モデ

ルで再現するという難題に取り組む必要があります。 

 1990 年代から 2000 年代前半において有機エアロ

ゾルモデルでは、SOA を前駆 VOC（例えばベンゼ

ン・トルエンなどの芳香族炭化水素や植物起源のテ

ルペン類）ごとにグループ化し、室内実験で測定さ

れた収率などを基にその生成量を計算します。また、

POA は大気への排出後に変質しないと計算されて

いました。一方で、2000 年代前半以降、測定装置が

高度化して有機エアロゾルをリアルタイムで測定可

能になったことにより、有機エアロゾルの日内変動

や空間分布の数値モデルによる再現性検証が世界中

で実施されました｡その結果､上記のような従来型の

SOA モデルは特に日中に光化学的酸化によって生

成される SOA を大きく過小評価することなどが明

らかとなりました。また、実際には POA は大気条件

でも揮発すること、揮発後の半揮発性気体が光化学

的酸化によって揮発性が低下して再度粒子化するこ

となども明らかとなりました。つまり、POA も SOA

と同様にガス粒子分配を考慮する必要があります。 

 そこで、POA と SOA を統一的に扱うフレームワ

ークとして、揮発性（飽和蒸気圧などで規定）ごと

に有機成分をグルーピングする計算手法（揮発性基

底関数（volatility basis set: VBS）モデル）が 2000 年

代後半に提案されて、広く使われ始めています。こ

の VBS モデルでは、POA の揮発や半揮発性の気体

の酸化反応など従来のモデルで考慮されていなかっ

た過程を計算することが可能となりました。 

 

我々の取り組みと今後の課題 

 われわれは、日本における PM2.5（特に有機エア

ロゾル）の動態を明らかとするために VBS モデルな

どの有機エアロゾルモデルの改良と、評価・検証に

取り組んでいます。2000 年代以降、VBS モデル以外

にも様々な有機エアロゾルモデルが新たに開発され

ました。従来型のグルーピングモデルや VBS モデル

に加えて、SOA 生成に関わる個々の化学反応を明示

的に計算する化学メカニズムも開発されて利用され

始めております。夏季の東京で実測された SOA 濃度

を基に、これらのモデルによる計算結果を比較検証

したところ、VBS モデルは都市域における SOA の

日中の濃度増大を良好に再現するのに対して、従来

型のモデルや化学メカニズムに基づくモデルは実測

値を一桁以上過小評価していました。また、我々が

実施した放射性同位炭素などの観測により、都市で

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 有機エアロゾルの化学成分とその生成過程の例 

ピンク色の矢印は POA と VOC の排出過程を、黄色の矢印は SOA の生成過程を表しています。 
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日中に増大する SOA は生物起源ではなく主に化石

燃料であることが明らかとなっていますが、VBS モ

デルは有機エアロゾルに含まれる炭素の起源を再現

しておりました。 

 さらに、九州から北海道にかけて日本全国で観測

された有機エアロゾル濃度と比較したところ、VBS

モデルは春季・夏季における実測値を従来型モデル

と比べて顕著に良好に再現しておりました。この再

現性向上は、VBS モデルで VOC の多段階酸化を考

慮したことに起因していることが分かりました。 

 このように VBS モデルは有機エアロゾル濃度の

計算精度を飛躍的に向上させましたが、一方で POA、

SOA の計算ともに大きな課題が残されています。特

に燃焼起源の POA の再現が重要となる冬季に、VBS

モデルを含む全てのモデルが有機エアロゾル濃度を

過小評価していました。燃焼発生源では排出後の空

気塊の希釈に伴って気温と粒子濃度が劇的に変化す

ることにより、半揮発性成分のガス粒子割合が大き

く変化します。ところが、燃焼発生源からの有機エ

アロゾルの排出量を推計するための粒子濃度測定に

おいて希釈倍率などの情報がほとんど整理されてい

ないため、有機エアロゾルの排出量データには大き

な不確実性があります。今後は、燃焼発生源測定時

の希釈倍率と温度の情報を基に、粒子の揮発性を考

慮したモデリングが必要となります。また、SOA に

おいては、VOC の酸化生成物の大部分が未同定であ

り、その化学反応に関する理解も不十分です。また、

前述の通りに有機エアロゾルには半揮発性成分が多

く含まれるため、粒子濃度を適切に再現するために

はその揮発性の再現がとても重要ですが、そもそも

有機エアロゾルの揮発性を正確に測定することは困

難です。様々なモデルで計算された揮発性ごとの

SOA 濃度を図 2 に示しましたが、モデルごとに SOA

の濃度だけでなく揮発性分布も大きく異なっている

ことが分かります。現在、有機エアロゾルの成分測

定や、粒子の希釈実験・加熱実験から得られる蒸発

特性を基に揮発性分布を推計する研究を進めており、

数値モデルで有機エアロゾルの揮発性分布を再現す

ることを目指しております。また、ほとんどのモデ

ルでは気相での酸化反応のみが計算されていますが、

近年の実験的研究により粒子相の化学反応が有機エ

アロゾル生成において重要な寄与を持つことが明ら

かとなってきました。そのため、我々も実験的研究

結果を基に粒子内反応を計算する有機エアロゾルモ

デルを構築しております。 

 このように、数値モデルによる有機エアロゾル濃

度の再現性は大きく向上してきましたが、有機エア

ロゾルの生成過程の検証はまだ始まったばかりです。

適切な PM2.5 の発生源対策に向けて、数値モデルで

有機エアロゾルの濃度と生成過程を適切に再現する

ためにも、観測研究者・実験研究者などと共同で様々

な観点から有機エアロゾルの動態を明らかにしてい

きます。 

(もりの ゆう、地域環境研究センター 

大気環境モデリング研究室 主任研究員) 

 

執筆者プロフィール： 

ここ数年、PM2.5 や放射性セシウムな

どの大気環境問題が社会的関心を集

めましたが、筆者は数値モデルを用い

てこれらの問題に取り組んでおりま

す。問題解明に向けて、数値モデルは

現象の大枠を捉えることは得意なの

ですが、たびたび痒いところに手が届かない思いをし

ました。「あと一歩」が実は遠い…地道に精進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 夏季の東京において飽和濃度（揮発性の指標）ごとの有機エアロゾル濃度 

メカニズムモデル 1、2、3 は、SOA 生成に関わる化学反応を明示的に計算するモデルで、それぞれメカニズ

ムや飽和蒸気圧の推計手法が異なります。従来型モデルと VBS モデルについては本文を参照してください。 

10
-6
 

10
-4
 

10
-2
 

10
0
 

10
2

S
O

M
 (

ae
ro

so
l, 
g

 m
-3

)

10
-2

10
-1

10
0

10
1

10
2

10
3

10
4

10
5

C* (g m
-3

)

 AERO5
 VBS
 CACM
 MCM (STD)
 MCM (SB2)

(a)

飽和濃度 (µg m-3)
SO

A
濃

度
(µ

g 
m

-3
) 従来型モデル

VBSモデル

メカニズムモデル1

メカニズムモデル2

メカニズムモデル3



平成27年(2015) 12月 

 － 15 －

 

国際アドバイザリーボード助言会合開催報告 
 

青 野 光 子 
 

 第 3 期中期計画期間中（平成 23～27 年度）に国立環境研究所（以下、国環研）で得られた研究成果や今後国

環研で行う研究の方向性などに対して、国内ばかりでなく海外からも評価や助言を受けるために、2 年間の準

備期間を経て、幅広い知見を持った海外の学識者による「国際アドバイザリーボード（IAB）」が設置され、

その初めての会合が平成 27 年 8 月 17 日（月）から 19 日（水）の 3 日間にわたってつくば市で開催されました。 

 議長のミランダ・シュラーズベルリン自由大学教授を

はじめ、アメリカ、オーストリア、スウェーデン、タイ、

ドイツの各国で活躍している 8 名の学識経験者を IAB 委

員としてお招きし、前夜のバーベキューに始まり、真夏

の 3 日間、文字通り朝から晩までの活気あふれる会合と

なりました。全体会合として、研究所全体の研究と災害

環境研究に関する研究に加え次期（第 4 期）中長期計画

に関する発表と議論が行われ、各研究センターの研究に

関する発表は二つの分科会においてきめ細かい議論が行

われました。国環研からの発表に対し、IAB 委員から科

学的・学術的な貢献、課題解決を意識した研究展開、国

際的な協力関係や研究計画の方向性等に関して、非常に有益な助言をいただきました。最終日には「国環研は

アジア地域における最も重要な環境研究機関の一つであり、勤勉かつ高い目的意識を持った研究者により、世

界的な研究プロジェクトが牽引されている」とのお言葉をいただくことができ、国環研一同、大きな励みとな

りました。会合に先立って、国環研で行われている研究活動に対する理解を深めていただくため IAB 委員に事

前に研究成果を説明する資料を送付したことが非常に役に立ったとのご意見もいただきました。 

 また、1 日目の午後いっぱいを使って行われたタイムカプセル棟等の研究所の施設見学も大変好評でした。2

日目の夜に行われたレセプションも盛況で、IAB 委員と若手を含む多くの国環研研究者との活発な交流が行わ

れました。 

 IAB 委員からの助言をとりまとめた報告書を、12 月 11 日に国環研ホームページで公開しましたので、是非

ご覧いただければと思います。非常にお忙しい中、国環研のために貴重な時間と労力を惜しみなく使っていた

だいた IAB 委員各位に心から感謝を申し上げます。 

（あおの みつこ、企画部 研究推進室長） 

 

IAB 委員と国環研関係者 

循環廃棄物研究棟にて、廃棄物の熱処理プラントについて説明 環境リスク研究棟内流水曝露装置前にて、メダカの観察 
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 表  彰  

LCM 2015 Best Posters Award (The 7th International Conference on Life Cycle Management) 

受 賞 者：南齋規介 

受賞対象：Spatial cluster analysis of global metal flows 

受賞者からひとこと：2015 年 8 月 30 日から 9 月 2 日までフランスはボルドーで開催された The 7th International Conference on 

Life Cycle Management で九州大学大学院経済学研究院（加河研究室）の時任翔平氏を筆頭著者（岡本隼輔氏（尾

道県立大）、加河茂美氏（九大）と共著）とするポスター発表（Spatial cluster analysis of global metal flows）が最

優秀ポスター賞に選出されました。ネットワーク分析の手法を活用してレアメタルの国際移動構造の中から核

となるクラスターを検出する新規性の高い研究であることと、時任氏が作り込んだインパクトのあるポスター

デザインが評価された要因ではないかと思います。 

 

土木学会地球環境委員会 平成 27 年度地球環境論文賞 

受 賞 者：眞崎良光、花崎直太、高橋 潔、肱岡靖明 

受賞対象：気候変動にともなう理論包蔵水力と流況に基づく水力発電量の将来変化（Journal of Japan Society of Civil 

Engineers, Series G ,70 (5), I_111-I_120, 2014） 

受賞者からひとこと：昨年の土木学会第 22 回地球環境シンポジウムで発表し、土木学会論文集 G(地球環境研究論文集)に

掲載された標記論文の著者 4 名が、土木学会地球環境委員会「平成 27 年度地球環境論文賞」を受賞しました。

著者ともども、名誉な賞をいただいたことに大変感激しております。表彰式には眞崎が代表で出席し、地球環

境委員会・河村明副委員長より賞状とともにお祝いと激励のお言葉をいただきました。本論文は、将来の気候

変動によって生じる河川の水資源量の変化を、水力発電の発電量や設備稼働状況への影響としてとらえるとと

もに、世界各地におけるその影響を分類して総括したものです。気候変動による人間社会への影響が懸念され

ている中、本論文がその影響評価の一事例として貢献できるならば嬉しい限りです。今後とも研究関連業務に

励んでまいりたいと考えております。 

 

土木学会地球環境委員会 平成 27 年度地球環境論文奨励賞(JSCE Award) 

受 賞 者：藤森真一郎、甲斐沼美紀子、増井利彦、長谷川知子、戴 瀚程 

受賞対象：エネルギーサービス需要低減の価値：統合評価モデルを用いた気候緩和シナリオによる定量化（Journal of Japan 

Society of Civil Engineers, Series G (Environmental Research) ,70 (5), I_137-I_146, 2014） 

受賞者からひとこと：本研究はエネルギー需要を低減することができれば、2℃目標達成のために必要な費用がどれだけ低

減できるかを経済モデルを用いて定量的に示した初めての研究でした。特に家庭やオフィス（例；節電行動な

ど）の取組が効果的であることがわかりました。本論文は温室効果ガス削減政策へ重要なメッセージを与えた

ことを評価されたと考えております。今後は本研究を発展させ、より具体的で実現可能な温室効果ガス排出削

減策を提言ができるように、研究に邁進していきたいと考えています。 

 

環境科学会奨励賞 

受 賞 者：金森有子 

受賞対象：家庭からの環境負荷のモデル推計と持続可能なライフスタイルに関する研究 

受賞者からひとこと：学生時代から一貫して同じテーマで研究を続けることができ、家庭活動からの環境負荷発生量を推

計するモデル研究に加え、持続可能なライフスタイルに関するシナリオ研究を行ったことを評価して頂き、奨

励賞を頂くことができました。既に成熟し大きな成長が望めないことに加え、人口減少期に突入している日本

はもちろんのこと、世界には様々な社会・文化的背景により、多くのライフスタイルがあり、変化し続けてい

ます。今回の受賞を励みに、今後も日本及び世界の家庭活動の理解を進め、モデル研究、シナリオ研究を続け

ていきたいと思います。 
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日本微生物資源学会 ポスター賞 

受 賞 者：河地正伸、山口晴代、佐藤真由美、Noel Kawachi Mary-Helene 

受賞対象：NIES 藻類コレクション 2014 年度活動報告（日本微生物資源学会代第 22 回大会同予稿集、36-37, 2015） 

受賞者からひとこと：「日本微生物資源学会第 22 回大会」において、「NIES 藻類コレクションの 2014 年度活動報告」と題

するポスター発表が評価され、ポスター賞を受賞しました。NIES 藻類コレクションでは現在、シアノバクテリ

アや緑色植物を中心に 2,505 株の藻類培養株が利用可能で、2014 年度実績で年間 1,118 株が国内研究者を中心に

海外の研究者にも利用されています。また、2014 年度は新規に過去最多の 355 株の寄託がありましたが、2013

年 10 月より運用しているタブレット端末を利用した継代培養株管理システムを活用し、効率的な培養管理を進

めています。さらには、藻類保存株の付加情報整備の一環としてシアノバクテリアのゲノム情報の解読や不等

毛藻における脂肪酸組成の分析も進めています。今後は藻類保存株の付加情報整備をさらに進めるとともに、

細胞凍結保存の困難な株の生存率向上に関する研究を行ない、研究者に広く利用される藻類カルチャーコレク

ションを目指していきたいと考えています。 

 

第 5 回（2015 年度）日本免疫毒性学会奨励賞 

受 賞 者：柳澤利枝 

受賞対象：環境汚染化学物質がアレルギー疾患や生活習慣病に及ぼす影響評価に関する一連の研究 

受賞者からひとこと：近年、アレルギー疾患や生活習慣病が増加していると言われていますが、その要因として、環境中

の化学物質の関与が指摘されています。特に、胎児、乳幼児、小児、あるいは何らかの疾患を有する場合、環

境因子の変化に対して感受性が高いことが考えられます。本受賞では、胎児期から小児期を対象とし、環境汚

染化学物質曝露がアレルギー疾患、呼吸器疾患、あるいは生活習慣病に及ぼす影響について検討を行い、ある

種の化学物質はこれらの疾患の進展に寄与する可能性を見出した点を評価して頂いたと考えております。今回

の受賞を励みとし、今後も小児や成人後の健康維持に貢献し得る研究成果を発信できるよう精進していきたい

と考えております。 

 

日本水環境学会 平成 26 年 年間優秀論文賞（メタウォーター賞） 

受 賞 者：蛯江美孝、小林拓朗 

受賞対象：Development of Emissions Factor for the Decentralized Domestic Wastewater Treatment for the National Greenhouse Gas 

Inventory（Journal of Water and Environment Technology ,12 (1), 33-41, 2014） 

受賞者からひとこと：生活排水を処理すると水はキレイになりますが、その過程で温室効果ガスが排出されることが知ら

れています。温室効果ガスの排出量を削減することは急務の課題ですが、そのためにも、現状をできるだけ正

確に把握し、削減対策の効果を適切に評価することが重要です。年間優秀論文賞を受賞致しました今回の論文

は、これまであまり知見のなかった浄化槽や汲み取り便槽からの温室効果ガスの排出実態を調査した結果をま

とめたものです。複数年に渡って、これら分散型の生活排水処理施設に適した調査方法を確立するとともに、

共同研究者はもちろん、自治体、企業、住民など、多くの関係者のご理解・ご協力を得て、現場調査を行うこ

とができました。得られた成果は、国連気候変動枠組条約の締約国会議に提出する日本国温室効果ガスインベ

ントリにおいて、新たな算定方法として採用されております。今回の受賞を励みに、さらに社会に貢献できる

研究を進めて参ります。 
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国立環境研究所ニュース Vol.34 No.5（平成27年12月発行） 

編  集  国立環境研究所 編集委員会 

ニュース編集小委員会 

発  行  国立研究開発法人 国立環境研究所 

〒305-8506 茨城県つくば市小野川16番2 

問合せ先  国立環境研究所情報企画室 pub@nies.go.jp 

●バックナンバーは、ホームページからご覧になれます。

 http://www.nies.go.jp/kanko/news/ 
 

無断転載を禁じます 
 
 

 

 新刊紹介  

環境儀 No.59「未来に続く健康をまもるために～環境化学物質の継世代影響とエピジェネティクス～」 

 私たちが生活する環境中には、さまざまな化学物質が存在しています。その中には、微量で

あっても日常的に摂取することによって健康に悪影響を及ぼすものがあります。妊娠中に摂取

した化学物質の影響が、生まれた子、さらに孫以降の世代にまで受け継がれる経世代影響の可

能性があり、「エピジェネティクス」という、DNA の塩基配列を変化させることなく遺伝子の

機能を変化させる作用が要因の一つと考えられています。 

 本号では、化学物質の継世代影響のメカニズムを探る研究を紹介します。また、このメカニ

ズムを解くカギとして注目している「エピジェネティクス」についても解説しています。 

○http://www.nies.go.jp/kanko/kankyogi/59/02-03.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編 集 後 記

 本年最後の「国立環境研究所ニュース」はいかがでしたでし

ょうか？ 

 本誌は、特集テーマや執筆者の選定、執筆依頼、原稿の審査

および修正など、およそ半年の過程を経て、お届けしておりま

す。その間、読者の方々にとって理解しやすいものであるか、

という視点から議論が重ねられるのですが、研究内容を詳しく

お伝えしようとするあまり、分野外の者には難解な文章になっ

てしまうことも多く、伝えることの難しさを痛感いたします。 

 本号が、少しでも皆様のお役にたてるものとなりましたら幸

いです。何かお気づきの点などございましたら、ご意見お寄せ

頂ければと思います。今後ともご愛読のほど、宜しくお願いい

たします。                   （A.H.） 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


